
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６.７.１７ 日進中学校 保健室 

１学期がおわり、いよいよ夏休みが始まります！ 
夏本番を迎え、暑い日が続いています。熱中症を予防するために、

こまめな水分補給や十分な睡眠を心がけましょう。夏休み中も規則

正しい生活を続け、けが・事故などにも気を付けて、元気で充実した

夏休みを過ごしてください。 

熱中症とは、暑い場所でたくさん汗をかき、体の中の水分や
塩分のバランスが崩れ、体の中に熱がこもってしまう状態で

す。また、気温が高い日や湿度が高い日、急に暑くなった日は

熱中症になりやすいです。 

熱中症を予防するためには？ 

のどがかわく前に 

水分・塩分補給をする 

十分な睡眠・食事をとり

体調を整える 

帽子や日傘をさして

暑さをさける 

もし、部活動や外であそんでいるときに、頭痛やめまい、

吐き気などの症状がでたら、無理はせずに部活動の顧問

の先生や周りにいる大人に伝え、日かげや涼しい場所に

移動し、体を冷やして休むようにしましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１日(金)に１年生を対象に、いずれ直面する性に関する諸課題に対し

て、正しい知識を習得するとともに、適切に意思決定や行動選択できる力

を身につけることを目的として、専門的な知識のある助産師・思春期相談

士・性教育認定講師の 浜野優子先生 に来ていただき講演を行いました。 

「いのちのはじまりと思春期の体の変化」というタイトルで妊娠・出産につい

て、思春期の心と身体の変化についてのお話をしていただきました。 

授業風景 

１年生 性教育講演会を実施しました！ 

生徒の感想 

 

・出産はお母さんだけががんばるものだと思っていたけれど、赤ち

ゃんも頭を小さくしたりしてがんばっていたんだなと思いすごいと

感じた。 

・自分のからだや心など自分のことは大切にしないといけないと

改めて感じた。 

・男女の体のちがいや、ホルモンのこと、妊娠出産のこと月経のこ

となどがわかってこれから友達や自分、みんなのことを大切にした

いと思いました。 

・誰のものでもないからこそ、自分の身は自分でしっかり守ってい

かないといけないなと改めて感じました。 

・今日の話を聞いて命の大切さと自分と相手の気持ちを考えるこ

とが大切だと思いました。自分も助産師さんになって１人１人の命

や赤ちゃんの誕生を支えていく人になってみたいなと思いました。 

・自分という存在は本当に大切なものだと講演を聞いて改めて感

じました。自分を産んでくれたお母さんに毎日感謝を忘れないで

おこうと思いました。 

・性別に関係なくお互いのことを知っておくことが大切だと分かり

ました。 

 

妊婦さん体験の様子 


